
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
、家
族
の
命
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
市
で
は
、
火
災
の
発
生
を
感
知
し
知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
発
生
時
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
命
を
守
る
た
め
、
全
て

の
住
宅
へ
の
設
置
が
義
務
付
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
総
務
課
　
☎
22-

８
８
８
２

住
宅
火
災
で
失
わ
れ
る
命

　
全
国
で
起
き
た
平
成
28
年
の
出
火
件
数

の
う
ち
、
約
３
割
が
住
宅
火
災
で
す
。
住

宅
火
災
件
数
は
１
万
１
、３
５
４
件
で
、

亡
く
な
っ
た
人
は
９
０
０
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
約
70
㌫
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
す
。

「
逃
げ
遅
れ
」が
死
亡
要
因

　
住
宅
火
災
で
死
亡
し
た
理
由
を
み
る

と
、「
病
気
や
体
が
不
自
由
な
た
め
」や「
熟

睡
し
て
い
た
た
め
」
な
ど
、「
逃
げ
遅
れ
」

が
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
か
ら
28
年
の
３
年
間
に
お
け

る
、
失
火
を
原
因
と
し
た
住
宅
火
災
で
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
た
場
合
は
、
設
置
し
て
い
な
か
っ
た

場
合
に
比
べ
、
死
者
数
は
約
４
割
減
少
。

こ
の
よ
う
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
は
、
火
災
発
生
時
の
死
亡
リ
ス
ク
の
低

減
に
確
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
○
検
マ
ー
ク
」表
示

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」表
示

◉
申
請
期
間

６
月
１
日
㈮
～
平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

◉
申
請
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
購
入
前
に
申
請

く
だ
さ
い

◦�

共
同
申
請
　
自
治
公
民
館
や
高
齢
者
ク

ラ
ブ
な
ど
の
団
体
で
申
請

◦�

個
別
申
請

◉
申
請
窓
口

消
防
局
総
務
課
、
南
消
防
署
（
菖
蒲
原

町
）、
北
消
防
署
（
高
木
町
）、
鷹
尾
分
署

（
鷹
尾
三
丁
目
）、
高
崎
分
署
（
高
崎
町
大

牟
田
）、
危
機
管
理
課
（
市
役
所
本
館
３

階
）、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー

住宅火災100件当たりの死者数（出典消防庁）

「
逃
げ
遅
れ
」を
防
ぐ
に
は
、適
切
な
設
置

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、「
寝
室
」や「
寝

室
が
あ
る
階
段
の
上
部
」
に
設
置
し
ま
し

ょ
う
。
高
齢
者
や
、
目
や
耳
の
不
自
由
な

人
は
、
音
や
光
が
出
る
補
助
警
報
装
置
の

増
設
も
効
果
的
で
す
。

　
購
入
す
る
際
は
、
感
度
や
ブ
ザ
ー
の
音

量
な
ど
が
基
準
に
合
格
し
た
マ
ー
ク
が
付

い
た
製
品
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

設置なし 設置あり

14.4人

8.8人

割ダウン

（人／火災100件）

住宅用火災警報器の効果

　現在、住宅に設置している
住宅用火災警報器は、月に１
回程度、点検ボタンを押すな
どして、定期的に作動確認を
行ってください。警報音や音
声が鳴れば正常です。
　電池の寿命は約10年です
が、機種や動作環境により異
なりますので、作動しないと
きは新しいものに取り替えま
しょう。

定期的な点検!
10年経ったら更新！

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
事
業

　
市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
。
１
台
当
た
り

５
０
０
円
の
安
心
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し

ま
す
。

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
終
了

◉
対
象

市
に
住
民
票
が
あ
り
、
住
宅
に
警
報
器
を

新
た
に
設
置
す
る
、
ま
た
は
設
置
後
10
年

を
経
過
し
た
警
報
器
を
更
新
す
る
、
次
の

条
件
を
満
た
す
人

◦�

市
内
に
住
宅
ま
た
は
集
合
住
宅
を
所
有

し
て
い
る
人
ま
た
は
管
理
者

◦�

市
内
の
住
宅
ま
た
は
集
合
住
宅
に
居
住

し
て
い
る
人

※�

設
置
後
10
年
未
満
の
警
報
器
を
、
故
障

や
電
池
切
れ
な
ど
で
更
新
す
る
場
合
も

対
象

◉
対
象
機
器

市
の
指
定
し
た
指
定
事
業
者
（
取
扱
店
）

が
取
り
扱
う
、
次
の
い
ず
れ
か
の
表
示
が

あ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
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【
特
定
健
診
受
診
率
は
44・９
㌫
】

　
本
市
の
特
定
健
診
の
受
診
率
は
、
平
成

28
年
度
、
県
内
９
市
の
中
で
１
位
。
し
か

し
、
過
去
５
年
間
の
平
均
受
診
率
を
見
る

と
45・
８
㌫
と
対
象
者
の
半
分
以
上
の
人

が
受
診
し
て
い
な
い
状
況
で
、
国
が
定
め

る
目
標
値
60
㌫
を
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
特
定
健
診
は
生
活
習
慣
病
予
防
の
第
一
歩
】

　
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
、
慢
性
腎
臓
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
の
な
い

ま
ま
進
行
し
ま
す
。

　
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）。
自
分
の
体
の
状
況
を

知
り
、
生
活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
23-

２
７
６
５

　
特
定
健
診
を
受
診
し
て
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
早
期
発
見
に
役
立
て
ま
し
ょ

う
。

　
な
お
、
こ
の
特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣

病
な
ど
で
通
院
中
の
場
合
も
受
診
で
き
、

重
症
化
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。
　

【
健
診
は
６
月
～
８
月
が
お
勧
め
】

　
例
年
、
９
・
10
月
は
受
診
者
が
多
い
た

め
、
受
診
結
果
の
通
知
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
受
診
者
の
少
な
い
６
月
か
ら
８
月

が
お
勧
め
で
す
。

【
健
診
結
果
で
見
直
す
生
活
習
慣
】

　
自
分
の
体
の
変
化
を
健
診
結
果
で
気
付

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　「
生
活
リ
ズ
ム
が
不
規
則
だ
っ
た
か
な
」

「
運
動
を
始
め
よ
う
か
な
」
な
ど
、
生
活

習
慣
の
見
直
し
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
、
看

護
師
な
ど
が
、
一
人
一
人
に
合
わ
せ
た
健

康
づ
く
り
を
お
手
伝
い
す
る「
保
健
指
導
」

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

活
用
く
だ
さ
い
。

【
特
定
健
診
を
受
診
す
る
に
は
】

　
対
象
は
、
40
歳
か
ら
74
歳
で
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
が
対
象
で

す
。
対
象
者
に
は
、
５
月
末
ま
で
に
特
定

健
康
診
査
受
診
券
お
よ
び
問
診
票
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
問
診
票
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
受
診
券
と
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

●
受
診
期
間

　
６
月
１
日
㈮
～
10
月
31
日
㈬

●
受
診
場
所

　
指
定
の
医
療
機
関

●
検
査
項
目

　
身
長
や
体
重
、
腹
囲
、
血
圧
、
尿
検
査
、

血
液
検
査
ほ
か

※�

結
果
に
は
、eG

FR

値
（
糸
球
体
ろ
過

量
）
も
表
示

●
そ
の
他

　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
も
、
特
定
健
診
と
同
じ

検
査
内
容
の
「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」

を
受
診
で
き
ま
す
。
受
診
す
る
際
に
、
昨

年
の
健
診
結
果
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※�

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
予
定
が
あ
る
人

や
、
６
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
人
、

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
は
、
受
診
で

き
ま
せ
ん

▍

慢
性
腎
臓
病
を
防
ご
う▍

　
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
な
い
慢
性
腎
臓
病
は
、
重
症
化

す
れ
ば
命
に
も
関
わ
る
病
気
。
特
定

健
診
で
は
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検

査
と
年
齢
・
性
別
か
ら
、
腎
臓
の
働

き
を
推
測
す
る
数
値
「eG

FR

値
」

を
確
認
で
き
ま
す
。

　
腎
機
能
は
、
加
齢
と
と
も
に
低
下

し
ま
す
。む
く
み
や
息
切
れ
な
ど
は
、

腎
機
能
が
正
常
値
の
３
分
の
１
以
下

に
な
っ
て
か
ら
表
れ
や
す
い
症
状
で

す
。
自
覚
症
状
だ
け
で
判
断
せ
ず
、

特
定
健
診
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

※�eG
FR

値
と
は
、
20
歳
の
時
の
腎

機
能
を
１
０
０
㌫
と
し
た
と
き
、

現
在
の
腎
機
能
が
何
％
あ
る
か
を

示
す
値

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
皆
さ
ん
へ

ま
ず
は
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

そ
し
て
始
め
る
生
活
習
慣
の
改
善
！
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逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
、家
族
の
命
を
守
る

住
宅
用
火
災
警
報
器

　
市
で
は
、
火
災
の
発
生
を
感
知
し
知
ら
せ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
発
生
時
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぎ
命
を
守
る
た
め
、
全
て

の
住
宅
へ
の
設
置
が
義
務
付
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
消
防
局
総
務
課
　
☎
22-

８
８
８
２

住
宅
火
災
で
失
わ
れ
る
命

　
全
国
で
起
き
た
平
成
28
年
の
出
火
件
数

の
う
ち
、
約
３
割
が
住
宅
火
災
で
す
。
住

宅
火
災
件
数
は
１
万
１
、３
５
４
件
で
、

亡
く
な
っ
た
人
は
９
０
０
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
約
70
㌫
が
65
歳
以
上
の

高
齢
者
で
す
。

「
逃
げ
遅
れ
」が
死
亡
要
因

　
住
宅
火
災
で
死
亡
し
た
理
由
を
み
る

と
、「
病
気
や
体
が
不
自
由
な
た
め
」や「
熟

睡
し
て
い
た
た
め
」
な
ど
、「
逃
げ
遅
れ
」

が
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
か
ら
28
年
の
３
年
間
に
お
け

る
、
失
火
を
原
因
と
し
た
住
宅
火
災
で
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果
を
分
析
し
た

と
こ
ろ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

て
い
た
場
合
は
、
設
置
し
て
い
な
か
っ
た

場
合
に
比
べ
、
死
者
数
は
約
４
割
減
少
。

こ
の
よ
う
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
は
、
火
災
発
生
時
の
死
亡
リ
ス
ク
の
低

減
に
確
実
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
○
検
マ
ー
ク
」表
示

「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」表
示

◉
申
請
期
間

６
月
１
日
㈮
～
平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

◉
申
請
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
購
入
前
に
申
請

く
だ
さ
い

◦�

共
同
申
請
　
自
治
公
民
館
や
高
齢
者
ク

ラ
ブ
な
ど
の
団
体
で
申
請

◦�

個
別
申
請

◉
申
請
窓
口

消
防
局
総
務
課
、
南
消
防
署
（
菖
蒲
原

町
）、
北
消
防
署
（
高
木
町
）、
鷹
尾
分
署

（
鷹
尾
三
丁
目
）、
高
崎
分
署
（
高
崎
町
大

牟
田
）、
危
機
管
理
課
（
市
役
所
本
館
３

階
）、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
各
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー

住宅火災100件当たりの死者数（出典消防庁）

「
逃
げ
遅
れ
」を
防
ぐ
に
は
、適
切
な
設
置

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、「
寝
室
」や「
寝

室
が
あ
る
階
段
の
上
部
」
に
設
置
し
ま
し

ょ
う
。
高
齢
者
や
、
目
や
耳
の
不
自
由
な

人
は
、
音
や
光
が
出
る
補
助
警
報
装
置
の

増
設
も
効
果
的
で
す
。

　
購
入
す
る
際
は
、
感
度
や
ブ
ザ
ー
の
音

量
な
ど
が
基
準
に
合
格
し
た
マ
ー
ク
が
付

い
た
製
品
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。
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設置なし 設置あり

14.4人
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割ダウン

（人／火災100件）

住宅用火災警報器の効果

　現在、住宅に設置している
住宅用火災警報器は、月に１
回程度、点検ボタンを押すな
どして、定期的に作動確認を
行ってください。警報音や音
声が鳴れば正常です。
　電池の寿命は約10年です
が、機種や動作環境により異
なりますので、作動しないと
きは新しいものに取り替えま
しょう。

定期的な点検!
10年経ったら更新！

住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
推
進
事
業

　
市
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
。
１
台
当
た
り

５
０
０
円
の
安
心
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し

ま
す
。

※
予
算
額
に
達
し
次
第
、
終
了

◉
対
象

市
に
住
民
票
が
あ
り
、
住
宅
に
警
報
器
を

新
た
に
設
置
す
る
、
ま
た
は
設
置
後
10
年

を
経
過
し
た
警
報
器
を
更
新
す
る
、
次
の

条
件
を
満
た
す
人

◦�

市
内
に
住
宅
ま
た
は
集
合
住
宅
を
所
有

し
て
い
る
人
ま
た
は
管
理
者

◦�

市
内
の
住
宅
ま
た
は
集
合
住
宅
に
居
住

し
て
い
る
人

※�

設
置
後
10
年
未
満
の
警
報
器
を
、
故
障

や
電
池
切
れ
な
ど
で
更
新
す
る
場
合
も

対
象

◉
対
象
機
器

市
の
指
定
し
た
指
定
事
業
者
（
取
扱
店
）

が
取
り
扱
う
、
次
の
い
ず
れ
か
の
表
示
が

あ
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
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都
城
の
地
下
水
環
境

　
都
城
盆
地
で
は
、
一
部
の
井
戸
で
高
濃

度
の
硝
酸
性
窒
素
が
検
出
さ
れ
た
り
、
地

下
水
位
が
低
下
し
た
り
な
ど
の
状
況
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

※�

硝
酸
性
窒
素
は
、
人
の
健
康
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
煮
沸
し
て
も

取
り
除
け
ま
せ
ん

一
人
一
人
が
で
き
る
取
り
組
み

　
従
来
の
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処

理
浄
化
槽
で
は
、
生
活
排
水
を
未
処
理
の

ま
ま
放
流
す
る
た
め
、
河
川
の
水
質
を
悪

化
さ
せ
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

【
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度
】

　
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場

合
、
設
置
に
関
わ
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象

　
５
〜
10
人
槽
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
、次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
。

①
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
処
理
区

　
域
以
外
の
住
宅

②
個
人
住
宅
、ま
た
は
店
舗
併
用
住
宅（
延

　
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
居
に

　
使
用
さ
れ
る
建
物
）

※�

新
築
住
宅
（
建
て
売
り
住
宅
お
よ
び
注

文
住
宅
）
や
別
荘
、　
共
同
住
宅
、　
寄

宿
舎
お
よ
び
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

④
県
が
指
定
す
る
浄
化
槽
設
置
者
講
習
を

　
受
講
し
て
い
る
人
が
工
事
を
行
う

⑤
工
事
業
者
が
宮
崎
県
浄
化
槽
工
事
の
登

　
録
業
者
で
あ
る

※�

予
算
額
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。
建
て

替
え
の
場
合
は
、
補
助
対
象
と
な
る
か

必
ず
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い

【
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理
】

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
機
能
を
守
る
た
め

に
、
保
守
点
検
や
清
掃
、
法
定
検
査
を
、

県
に
指
定
さ
れ
た
機
関
に
依
頼
し
、
必
ず

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
都
城
盆
地
の
貴
重
な
水
資
源
で
あ
る
地
下
水
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
公
共
下
水
道

処
理
区
域
以
外
の
人
は
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
23-

２
１
３
０

都
城
の
生
活
を
支
え
る「
地
下
水
」

地下水を守る
市の取り組み

トピック

　良好な地下水環境を守るた
め、市と近隣自治体が「都城
盆地地下水保全対策連絡協議会」を設立。都城
盆地の地下水の質的および量的な調査・研究を
宮崎大学と共同で進めています。
　また、県や関係自治体が「都城盆地硝酸性窒
素削減対策基本計画」を策定するとともに、「都
城盆地硝酸性窒素削減対策協議会」を設立し、
地下水環境保全に向けた次の対策に取り組んで
います。
●施肥対策　環境保全型の農業や適正施肥の推
進、化学肥料低減技術の導入など
●家畜排せつ物対策　野積みや素掘りなどの不
適切処理に対する指導など
●生活排水対策　単独処理浄化槽などから合併
処理浄化槽への転換促進

　これらの取り組みの成果により、都城盆地の
硝酸性窒素濃度の環境基準超過割合は減少傾向
にあり、環境省による平成28年度の調査で、全
国の環境基準超過割合（3.6％）とほぼ同じ水
準になりました。しかし、市内の地域の中では
水準より高い地域もあり、今後も引き続き対策
を進めていく必要があります。

　良好な水環境の保全が全国的に求められて
いる現在、自治体が行う水を守るための先進
的な取り組みを、内閣官房水循環政策本部が
流域水循環計画として29の計画を公表して
います。その一つに「都城盆地硝酸性窒素削
減対策基本計画」が認定されました。

都城盆地における硝酸性窒素濃度の基準値超過割合
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最新H29年8月 3.4%

ピークH12年2月 14.6%

基
準
超
過
測
点
割
合

（2月・8月の調査に基づく数値）
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き
れ
い
な
水
を

未
来
へ
残
そ
う
！

　私
た
ち
の
大
切
な
都
城
盆
地
の
水
資
源
は
、
水
道
水
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
用
水
に
使
わ
れ
、
生
活
や
産
業
を
支
え
る
貴
重
な
循
環
資
源
で
す
。

限
り
あ
る
水
資
源
を
未
来
へ
残
す
た
め
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
や
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
、
本
市
の
６
つ
の
公
共
下
水
道
処

理
区
は
、
２
、２
２
４・４
㌶
の
整
備
が
完

了
し
、
７
２
、０
１
０
人
分
の
下
水
道
処

理
が
可
能
で
す
。
そ
の
う
ち
下
水
道
に
接

続
し
て
い
る
割
合
（
＝
水
洗
化
率
）
は

43・６
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
役
割

●
河
川
の
水
質
を
改
善

　
家
庭
の
ト
イ
レ

や
台
所
、
風
呂

場
、
洗
面
所
な
ど

か
ら
出
さ
れ
る
生

活
排
水
や
工
場
排

水
を
、
下
水
処
理

場
で
浄
化
す
る
の

で
、
河
川
の
水
質

を
改
善
し
ま
す
。

●
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
を
抑
制

　
生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
の
側
溝

な
ど
を
流
れ
ず
に
処
理
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
ハ
エ
や
蚊
な
ど
の
害
虫
や
、
悪
臭
の

発
生
が
抑
え
ら
れ
、
衛
生
的
で
す
。

下
水
道
に
接
続
し
て

河
川
環
境
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

　
今
回
、
新
し
く
下
水
道
の
供
用
を
開
始

し
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
該
当
区

域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
速
や
か
に
下
水

道
へ
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で

に
下
水
道
供
用
区
域
に
住
ん
で
い
て
未
接

続
の
人
も
、早
め
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

【
新
し
く
供
用
を
開
始
し
た
区
域
】

都
北
町
、
年
見
町
、
吉
尾
町
、
志
比
田
町

の
各
一
部

【
平
成
30
年
度
供
用
開
始
予
定
区
域
】

吉
尾
町
、
郡
元
町
の
各
一
部

接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で
！

　
接
続
工
事
は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事
店

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。指
定
工
事
店
は
、

工
事
後
に
不
具
合
が
生
じ
な
い
よ
う
、
排

水
設
備
の
構
造
な
ど
の
細
か
な
点
ま
で
市

の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
指
定
工
事
店

以
外
は
、
適
切
な
工
事
を
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
生
活
排
水
を
未
処
理
の
ま
ま
放
流
す
る
と
、
河
川
の
水
質
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
下
水

道
に
接
続
し
て
、
河
川
環
境
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
課
　
☎
23-

５
９
２
１

河
川
環
境
を
改
善
す
る「
下
水
道
」
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都
城
の
地
下
水
環
境

　
都
城
盆
地
で
は
、
一
部
の
井
戸
で
高
濃

度
の
硝
酸
性
窒
素
が
検
出
さ
れ
た
り
、
地

下
水
位
が
低
下
し
た
り
な
ど
の
状
況
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

※�

硝
酸
性
窒
素
は
、
人
の
健
康
に
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
煮
沸
し
て
も

取
り
除
け
ま
せ
ん

一
人
一
人
が
で
き
る
取
り
組
み

　
従
来
の
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処

理
浄
化
槽
で
は
、
生
活
排
水
を
未
処
理
の

ま
ま
放
流
す
る
た
め
、
河
川
の
水
質
を
悪

化
さ
せ
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
、

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

【
合
併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
制
度
】

　
く
み
取
り
式
ト
イ
レ
や
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る
場

合
、
設
置
に
関
わ
る
費
用
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
環
境
政
策
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
補
助
対
象

　
５
〜
10
人
槽
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
、次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
。

①
公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
処
理
区

　
域
以
外
の
住
宅

②
個
人
住
宅
、ま
た
は
店
舗
併
用
住
宅（
延

　
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が
住
居
に

　
使
用
さ
れ
る
建
物
）

※�

新
築
住
宅
（
建
て
売
り
住
宅
お
よ
び
注

文
住
宅
）
や
別
荘
、　
共
同
住
宅
、　
寄

宿
舎
お
よ
び
賃
貸
住
宅
は
対
象
外

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

④
県
が
指
定
す
る
浄
化
槽
設
置
者
講
習
を

　
受
講
し
て
い
る
人
が
工
事
を
行
う

⑤
工
事
業
者
が
宮
崎
県
浄
化
槽
工
事
の
登

　
録
業
者
で
あ
る

※�

予
算
額
に
達
し
次
第
締
め
切
り
。
建
て

替
え
の
場
合
は
、
補
助
対
象
と
な
る
か

必
ず
事
前
に
相
談
く
だ
さ
い

【
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維
持
管
理
】

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
機
能
を
守
る
た
め

に
、
保
守
点
検
や
清
掃
、
法
定
検
査
を
、

県
に
指
定
さ
れ
た
機
関
に
依
頼
し
、
必
ず

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
都
城
盆
地
の
貴
重
な
水
資
源
で
あ
る
地
下
水
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
公
共
下
水
道

処
理
区
域
以
外
の
人
は
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
に
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
政
策
課
　
☎
23-

２
１
３
０

都
城
の
生
活
を
支
え
る「
地
下
水
」

地下水を守る
市の取り組み

トピック

　良好な地下水環境を守るた
め、市と近隣自治体が「都城
盆地地下水保全対策連絡協議会」を設立。都城
盆地の地下水の質的および量的な調査・研究を
宮崎大学と共同で進めています。
　また、県や関係自治体が「都城盆地硝酸性窒
素削減対策基本計画」を策定するとともに、「都
城盆地硝酸性窒素削減対策協議会」を設立し、
地下水環境保全に向けた次の対策に取り組んで
います。
●施肥対策　環境保全型の農業や適正施肥の推
進、化学肥料低減技術の導入など
●家畜排せつ物対策　野積みや素掘りなどの不
適切処理に対する指導など
●生活排水対策　単独処理浄化槽などから合併
処理浄化槽への転換促進

　これらの取り組みの成果により、都城盆地の
硝酸性窒素濃度の環境基準超過割合は減少傾向
にあり、環境省による平成28年度の調査で、全
国の環境基準超過割合（3.6％）とほぼ同じ水
準になりました。しかし、市内の地域の中では
水準より高い地域もあり、今後も引き続き対策
を進めていく必要があります。

　良好な水環境の保全が全国的に求められて
いる現在、自治体が行う水を守るための先進
的な取り組みを、内閣官房水循環政策本部が
流域水循環計画として29の計画を公表して
います。その一つに「都城盆地硝酸性窒素削
減対策基本計画」が認定されました。

都城盆地における硝酸性窒素濃度の基準値超過割合
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最新H29年8月 3.4%

ピークH12年2月 14.6%

基
準
超
過
測
点
割
合

（2月・8月の調査に基づく数値）
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農業用 は、プ ラ廃

　廃ポリフィルムや廃ビニールなどの農業用廃プラスチックは「産業廃棄物」であるため、適正に処理するよ
う法律によって義務付けられています。不法焼却や不法投棄をすると、５年以下の懲役、または1,000万円以
下の罰金が科せられます。
　また、被覆資材や収穫後の使用済み農業用廃プラスチックなどは、強風で飛散しないよう注意しましょう。

◎ 問い合わせ　都城市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会（農産園芸課内）　☎23-2425

ポリフィルムなどのリサイクル収集日程
肥料袋、ベーラーラップ、暖房用ダクト、ＰＯ系フィルム、谷シート、ポリポット、ポリマルチ、かん水チューブ、
飼料用結束バンド、不織布など

日　　　程 収　　集　　場　　所 収集時間
  5月 10日㈭、24日㈭ 都城北諸地区清掃公社　都北営業所

（三股町大字蓼池4439番地１） 14：00〜16：00  6月   7日㈭、21日㈭

  7月

12日㈭
24日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所（梅北町3366番地２）

  9：00〜16：0025日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター
（高城町有水2918番地２）

26日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター
（山田町山田2481番地）

  8月   9日㈭

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00〜16：00  9月 13日㈭、27日㈭
10月 11日㈭、25日㈭
11月   8日㈭、22日㈭

12月

  4日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所
  9：00〜16：00  5日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター

  6日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター
20日㈭

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00〜16：00  1月 10日㈭
  2月   7日㈭、21日㈭
  3月   7日㈭、20日㈬

●費用：１㎏あたり22円68銭（現金にて徴収）

塩化ビニールのリサイクル収集日程
「農ビ」の表示がある透明な塩化ビニール（ハウスビニールなど）

  8月
21日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所

13：30〜16：00

22日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター
23日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター

  1月
22日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所
23日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター
24日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター

●費用：１㎏あたり６円48銭（現金にて徴収）

◎収集時の注意事項
１�　黒いサイロビニール、ブルーシート、セルトレイ、育苗箱、農薬ビン、ハウスバンドなどは収集しません。産業
廃棄物処理業者に直接、持ち込んでください
２�　初めての人は、委任状作成のため印鑑（スタンプ式を除く）を持参ください
３�　よく乾燥させ、同種の資材で縛ってから搬出してください
◎ デポジット券の残高のある人には、県農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会より通知・返還を行っています。
詳しくは農産園芸課まで問い合わせください。

焼かない 捨てない リサイクル!

〈
切
り
取
り
線
〉

保存版

強風時の飛散防止をしっかりと！収穫後に長期間放置しないようにしましょう！！
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増
加
す
る
消
費
生
活
相
談

　
市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
昨
年

度
、
５
９
０
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

て
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容

は
、
多
い
順
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
通
信

に
関
す
る
相
談
が
１
４
６
件
、
多
重
債
務

や
借
金
に
関
す
る
相
談
が
90
件
、
悪
質
商

法
に
関
す
る
相
談
が
48
件
、
不
動
産
に
関

す
る
相
談
が
32
件
、
保
険
に
関
す
る
相
談

が
７
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

架
空
請
求
に
注
意
！

　
昨
年
度
、
は
が
き
を
使
っ
た
架
空
請
求

が
全
国
的
に
多
発
。
現
在
も
、
毎
日
の
よ

う
に
市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
手
口
は
、
公
的
機
関
を
装
い
訴
訟

や
財
産
の
差
し
押
さ
え
、
最
終
告
知
な
ど

強
い
文
面
で
連
絡
を
取
る
よ
う
迫
っ
て
き

ま
す
。
連
絡
を
取
る
と
、
住
所
や
氏
名
、

連
絡
先
な
ど
を
聞
き
出
さ
れ
、
さ
ら
に
請

求
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
絶
対

に
連
絡
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

早
め
の
相
談
が
問
題
解
決
の
第
一
歩

　
市
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消
費

者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
問
題
解
決

の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
ら
、
一
人

で
悩
ま
ず
、
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

「
と
も
に
築
こ
う

豊
か
な
消
費
社
会
～
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
～
」

５
月
は
全
国
消
費
者
月
間
で
す
！

　
こ
の
機
会
に
、
自
分
の
消
費
行
動
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
都
城
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
☎
23-

７
１
５
４
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24

407
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465
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0

相談件数の推移

架
空
請
求
関
連
（
件
）

相
談
総
数
（
件
）

架空請求に関する相談 消費生活相談件数

　
地
震
が
起
き
た
と
き
や
雷
が
鳴
っ
た
と

き
、
あ
る
い
は
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
取
れ

た
と
き
な
ど
昔
の
人
は
何
を
考
え
た
の
で

し
ょ
う
か
。
技
術
や
道
具
は
発
達
し
て

も
、
ま
じ
な
い
を
し
た
り
い
の
り
を
捧
げ

た
り
す
る
気
持
ち
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
時
代
に
よ
っ
て

移
り
変
わ
る
人
々
の
ま
じ
な
い
や
い
の
り

の
様
子
を
展
示
物
や
イ
ラ
ス
ト
な
ど
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。

【
展
示
の
内
容
】

●
縄
文
時
代
　

石
の
剣
を
使
っ
て
儀
式
を
取
り
仕
切
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
弥
生
時
代

引
っ
越
し
の
時
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
が

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

●
平
安
時
代
　

陰お
ん

陽み
ょ
う

道ど
う

に
関
す
る
儀
式
が
都
城
で
も
行
わ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

●
江
戸
時
代

田
ん
ぼ
を
見
守
る
神
様
（
田
の
神
）
が
多

く
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
。

　
太
古
の
人
々
が
何
を
思
い
、
何
を
考
え
、
生
き
た
の
か
。
ま
じ
な
い
や
い
の
り
の
形
か
ら

都
城
の
歴
史
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
　
☎
23-

９
５
４
７

縄文時代の儀式の様子（「絵本 都城の
歴史」より）� イラスト：早川和子

●
会
期

9
月
2
日
㈰
ま
で

※�

月
曜
日
休
館
（
月
曜
日
が
祝
日
の
場

合
は
そ
の
翌
日
）

●
会
場
　
都
城
歴
史
資
料
館

●
入
館
料

大
人
２
１
０
円
、
高
校
生
１
６
０
円
、

小
・
中
学
生
１
０
０
円

※
20
人
以
上
は
団
体
料
金

住居廃棄に伴う儀式
で割られた土器

都
城
歴
史
資
料
館
企
画
展

「
ま
じ
な
い
と
い
の
り
」

〈
切
り
取
り
線
〉
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農業用 は、プ ラ廃

　廃ポリフィルムや廃ビニールなどの農業用廃プラスチックは「産業廃棄物」であるため、適正に処理するよ
う法律によって義務付けられています。不法焼却や不法投棄をすると、５年以下の懲役、または1,000万円以
下の罰金が科せられます。
　また、被覆資材や収穫後の使用済み農業用廃プラスチックなどは、強風で飛散しないよう注意しましょう。

◎ 問い合わせ　都城市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会（農産園芸課内）　☎23-2425

ポリフィルムなどのリサイクル収集日程
肥料袋、ベーラーラップ、暖房用ダクト、ＰＯ系フィルム、谷シート、ポリポット、ポリマルチ、かん水チューブ、
飼料用結束バンド、不織布など

日　　　程 収　　集　　場　　所 収集時間
  5月 10日㈭、24日㈭ 都城北諸地区清掃公社　都北営業所

（三股町大字蓼池4439番地１） 14：00〜16：00  6月   7日㈭、21日㈭

  7月

12日㈭
24日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所（梅北町3366番地２）

  9：00〜16：0025日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター
（高城町有水2918番地２）

26日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター
（山田町山田2481番地）

  8月   9日㈭

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00〜16：00  9月 13日㈭、27日㈭
10月 11日㈭、25日㈭
11月   8日㈭、22日㈭

12月

  4日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所
  9：00〜16：00  5日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター

  6日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター
20日㈭

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14：00〜16：00  1月 10日㈭
  2月   7日㈭、21日㈭
  3月   7日㈭、20日㈬

●費用：１㎏あたり22円68銭（現金にて徴収）

塩化ビニールのリサイクル収集日程
「農ビ」の表示がある透明な塩化ビニール（ハウスビニールなど）

  8月
21日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所

13：30〜16：00

22日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター
23日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター

  1月
22日㈫ ＪＡ都城　中郷集荷所
23日㈬ アグリセンター都城　高城農産センター
24日㈭ アグリセンター都城　山田農産センター

●費用：１㎏あたり６円48銭（現金にて徴収）

◎収集時の注意事項
１�　黒いサイロビニール、ブルーシート、セルトレイ、育苗箱、農薬ビン、ハウスバンドなどは収集しません。産業
廃棄物処理業者に直接、持ち込んでください
２�　初めての人は、委任状作成のため印鑑（スタンプ式を除く）を持参ください
３�　よく乾燥させ、同種の資材で縛ってから搬出してください
◎ デポジット券の残高のある人には、県農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会より通知・返還を行っています。
詳しくは農産園芸課まで問い合わせください。

焼かない 捨てない リサイクル!

〈
切
り
取
り
線
〉

保存版

強風時の飛散防止をしっかりと！収穫後に長期間放置しないようにしましょう！！
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